
国
立
公
文
書
館
で
は
、
約
一
六
七
部
の

｢

朝
鮮
本｣

を
所
蔵
し
て
閲
覧
に
供
し
て
い

る
。こ

れ
ら
の

｢

朝
鮮
本｣

の
中
に
は
、
自
国
で
は
早
く
に
滅
び
て
姿
を
消
し
去
っ
た
も

の
が
、
か
え
っ
て
我
が
国
に
お
い
て
大
切
に
伝
え
保
存
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
般
の
方
々
を
対
象
と
し
て
、
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る

｢

朝
鮮
本｣

各
々
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
中
心
に
、
で
き
る
限
り
平
易
な
文
章
で
こ
れ
ら
を
紹
介
す

る
こ
と
に
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
第
二
回
目
に
当
た
る
。

さ
て
、
前
回
の
稿
に
対
し
て
畏
敬
す
る
先
生
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
最
終
稿
に
反
映
す
る
予
定
で
あ
る
。

第
十
四
代
国
王
宣
祖
セ
ン
ソ

(

一
五
五
二
〜
一
六
〇
八)

の
命
令
に
従
っ
て
、
朝
鮮
の

儒
学
者
、
金
宏
弼

キ
ン
コ
ウ
ヒ
ツ

・
鄭
汝
昌

テ
イ
ジ
ョ
シ
ョ
ウ
な
ど
の
著
作
を
柳
希
春

リ
ュ
ウ
キ
シ
ュ
ン
が
編
纂
し
た
書
物
で
あ
る
。

李
後
白
の
序
文
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
性
理
の
学

(

中
国
の
宋ソ
ウ

代
に

成
立
し
た
儒
学
の
一
派
で
、
い
わ
ゆ
る
朱
子
学)

を
好
ん
だ
宣
祖
は
、
あ
る
日
、

柳
希
春
に
こ
の
よ
う
に
語
っ
た
。｢

李�
廸

リ
ゲ
ン
テ
キ

の
文
集
は
以
前
、
目
に
し
た
こ
と
が

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
以
外
の
優
れ
た
我
が
国
の
儒
学
者
で
あ
る
金
宏
弼

キ
ン
コ
ウ
ヒ
ツ

、

鄭
汝
昌

テ
イ
ジ
ョ
シ
ョ
ウ、
趙
光
祖

チ
ョ
ウ
コ
ウ
ソ

ら
の
著
作
は
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
。
も
し
も
彼
ら
の
著
作
が

あ
る
の
な
ら
ば
、
私
の
た
め
に
集
め
て
ほ
し
い
。｣

と
。
こ
の
こ
と
ば
に
従
っ
た

柳
希
春
は
、『

景
賢
録

ケ
イ
ケ
ン
ロ
ク』

[

請
求
番
号

二
九
〇
―
七
二]

な
ど
の
書
物
か
ら
重
要

な
箇
処
を
抜
粋
し
て
本
書
を
編
纂
し
、『

国
朝
儒
先
録』

と
い
う
題
名
を
つ
け
た
、

と
。柳

希
春

(

字
あ
ざ
な
は
仁
仲
、
号
は
眉
巌
ビ
ガ
ン)

は
書
物
に
目
を
通
し
終
え
る
と
す
ぐ
さ
ま

暗
誦
す
る
ほ
ど
の
才
能
に
恵
ま
れ
た
人
で
、
官
職
は
副
提
学
に
在
っ
た
。

な
お
、
金
宏
弼
と
鄭
汝
昌
は
金
宗
直
の
弟
子
で
趙
光
祖
は
金
宏
弼
の
弟
子
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
李�
廸
と
と
も
に
、
当
時
の
大
儒
学
者
と
さ
れ
た
。

国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る｢

朝
鮮
本｣

解
題(

二)

五
二

国
朝
儒
先
録

(

四
冊)

[

請
求
番
号

史
二
一
七
―
三]
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本
書
は
、
李
穡
リ
シ
ョ
ク

の
弟
子
で
あ
る
権
近
が
、『

礼
記
ラ
イ
キ』

を
解
釈
す
る
上
で
疑
問
を

抱
く
箇
処
に
つ
い
て
、
そ
の
見
解
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
物
を
一
読

し
て
絶
賛
し
た
第
三
代
国
王
太
宗
タ
イ
ソ
ウ(

一
三
六
七
〜
一
四
二
二)

は
校
書
館
か
ら
刊

行
さ
せ
た
が
、
刊
行
部
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
十
三
年
後
に
再
び
刊
行
さ
せ
る

こ
と
と
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
か
ら
三
百
年
の
後
に
、
板
木
が
焼
失
し
た
た
め
に
、

粛
宗

(

一
六
六
一
〜
一
七
二
〇)
の
時
代
に
改
め
て
宋
廷
奎

ソ
ウ
テ
イ
ケ
イ

が
刊
行
し
た
、
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

権
近

(

字
あ
ざ
な
は
可
遠
、
号
は
陽
村)

は
、
高
麗
コ
ウ
ラ
イ

王
朝
(

九
一
八
〜
一
三
九
二)

の

滅
亡
後
、
李
氏
朝
鮮
に
仕
え
、
当
時
の
詩
文
の
第
一
人
者
と
さ
れ
た
。

『

礼
記』

は
、
漢
の
戴タ
イ

聖セ
イ

が
周
シ
ュ
ウ
末
か
ら
漢
代
ま
で
の
礼
に
関
す
る
儒
学
者
の
説

を
編
集
し
た
も
の
で
、｢

五
経
ゴ
キ
ョ
ウ｣

(

易
経

エ
キ
キ
ョ
ウ
・
書
経

シ
ョ
キ
ョ
ウ
・
詩
経
シ
キ
ョ
ウ

・
礼
記
・
春
秋

シ
ュ
ン
ジ
ュ
ウ

)

の
一
つ

で
あ
る
。

ま
た
清
少
納
言
、『

枕
草
子』

三
十
八
の

｢

鸚
鵡
オ
ウ
ム

、
い
と
あ
は
れ
な
り
。
人
の

言
ふ
ら
む
こ
と
を
ま
ね
ぶ
ら
む
よ

(

鸚
鵡
は
、
た
い
そ
う
け
な
げ
な
鳥
だ
。
人
の

こ
と
ば
を
そ
っ
く
り
ま
ね
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か)｣

の
出
典
と
も
な
っ

た

『

礼
記』

曲
礼

キ
ョ
ク
ラ
イ
の

｢

鸚
鵡
能
言
、
不
離
飛
鳥

(

鸚
鵡
オ
ウ
ム

は
能よ

く
言
も
の
い
え
ど
も
、
飛
鳥
ヒ
チ
ョ
ウ

を
離
れ
ず
＝
鸚
鵡
は
人
の
こ
と
ば
を
ま
ね
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
し
ょ
せ
ん
は
鳥と
り

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い)

。｣

な
ど
、
我
が
国
の
平
安
文
字
に
も
影
響
を
与

え
た
。

本
書
は
、
南
宋
ナ
ン
ソ
ウ

の
朱
子

(

一
一
三
〇
〜
一
二
〇
〇
、
朱
子
学
の
大
成
者)

が
著

し
た
易エ
キ

の
解
説
書

『

易
学
啓
蒙』

[

請
求
番
号

二
七
三
―
四
三]

が
高
度
な
内

容
で
あ
る
た
め
に
、
朝
鮮
国
の
初
学
者
に
は
理
解
し
に
く
い
と
考
え
た
第
七
代
国

王
世
祖
セ
イ
ソ

(

一
四
一
七
〜
六
八)

が
、
崔
恒
サ
イ
コ
ウ

や
韓
継
禧

カ
ン
ケ
イ
キ

た
ち
に
命
じ
て
、
分
か
り
や

す
い
解
説
を
つ
け
加
え
て
出
版
さ
せ
た
書
物
で
あ
る
。

易
と
は
、
周
シ
ュ
ウ
代
に
成
立
し
た
筮
竹
ゼ
イ
チ
ク(

五
十
本
の
細
長
い
竹
で
作
っ
た
棒)

を
使

う
占
い
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
占
い
の
吉
凶
の
判
断
の
こ
と
ば
を
記
し
た
書
物

が

『

易
経

エ
キ
キ
ョ
ウ』

で
、
儒
教
の
経
書
ケ
イ
シ
ョ

の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、『

易
経』

に
は
我
が
国

の
倫
理
思
想
に
も
影
響
を
与
え
た
、｢

積
善
セ
キ
ゼ
ン

の
家
に
は
必
ず
余
慶
ヨ
ケ
イ

あ
り
。
積
不
善

セ
キ
フ
ゼ
ン

の
家
に
は
必
ず
余
殃
ヨ
オ
ウ

あ
り

(

善
行
を
積
み
重
ね
た
家
に
は
、
子
孫
に
至
る
ま
で
慶

福
が
及
び
、
不
善
を
積
み
重
ね
た
家
に
は
、
子
孫
に
至
る
ま
で
災
禍
を
受
け
る
も

の
で
あ
る)

。｣

な
ど
の
こ
と
ば
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
崔
恒

(

字
あ
ざ
な
は
貞
父
、
号
は
太
虚
亭)

は

『

高
麗
史

コ
ウ
ラ
イ
シ』

(

高
麗
王
朝

[

九

一
八
〜
一
三
九
二]

の
歴
史
を
記
し
た
も
の)

の
編
纂
に
加
わ
り
、
韓
継
禧

(

字

は
子
順)

は
国
家
の
功
臣
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
李
滉
リ
コ
ウ

が

『

朱
子
大
全

シ
ュ
シ
タ
イ
ゼ
ン』

[

請
求
番
号

別
一
二
―
一]

の
う
ち
、
朱

国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る｢

朝
鮮
本｣

解
題(

二)

五
三

礼
記
浅
見
録

(

一
〇
冊)

[

請
求
番
号

二
七
四
―
三
三]

易
学
啓
蒙
要
解

(

二
冊)

[

請
求
番
号

二
七
三
―
一
一
〇]

朱
子
書
節
要

(

一
〇
冊)

[

請
求
番
号

子
二
四
八
―
一]
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子
の
弟
子
や
友
人
た
ち
と
の
往
復
書
翰
を
ま
と
め
た
尺
牘
集

セ
キ
ト
ク
シ
ュ
ウ
四
十
八
巻
か
ら
朱
子

学
の
入
門
に
最
適
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
取
捨
選
択
し
て
、
二
十
巻
に
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。

生
前
、
李
滉
は
こ
れ
を
刊
行
す
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
弟
子
た
ち
が
書
き
写
し

て
学
ぶ
が
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
李
滉
の
没
後
、
弟
子
た
ち
が
こ

れ
を
刊
行
し
て
普
及
さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

李
滉

(

字
あ
ざ
な
は
景
浩
ケ
イ
コ
ウ

、
号
は
退
渓
タ
イ
ケ
イ)

は
人
格
高
潔
で
、
そ
の
進
退
は
礼
に
従
い
、

正
統
な
学
問
を
修
め
、
世
の
中
の
模
範
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
と
と
も
に
、
東
方
の

儒
宗
ジ
ュ
ソ
ウ(

優
れ
た
儒
者)

と
称た
た

え
ら
れ
た
。
ま
た
、『

易
学
啓
蒙』

(

本
稿
の

『

易
学

啓
蒙
要
解』

を
参
照)

の
解
釈
書
と
し
て

『

啓
蒙
伝
疑』

を
著
し
て
、
独
自
の
見

識
を
示
し
た
。

本
書
は
、
鄭
之
雲

テ
イ
シ
ウ
ン

が
弟
の
鄭
之
霖

テ
イ
シ
リ
ン

の
た
め
に
、
性
理
の
説(

い
わ
ゆ
る
朱
子
学)

を
理
解
し
や
す
く
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

鄭
之
雲
は
師
に
当
た
る
金
慕
斎

キ
ン
ボ
サ
イ

と
金
思
斎

キ
ン
シ
サ
イ

と
に
こ
の
著
作
の
誤
り
を
正
す
よ
う

に
依
頼
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
二
人
と
も
没
し
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
と
な
っ

て
い
た
。
後の
ち

、
李
滉
リ
コ
ウ(

号
は
退
渓
タ
イ
ケ
イ

。
略
伝
に
つ
い
て
は
、
本
稿

『

朱
子
書
節
要』

を
参
照)

に
こ
の
著
作
を
提
示
し
て
、
疑
わ
し
い
点
や
誤
り
を
正
し
て
完
成
さ
せ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

鄭
之
雲

(

字
あ
ざ
な
は
静
而
セ
イ
ジ

、
号
は
秋
巒

シ
ュ
ウ
ラ
ン)

は
金
慕
斎
・
金
思
斎
兄
弟
の
弟
子
で
あ
っ

た
が
、
仕
官
す
る
こ
と
な
く
学
究
生
活
を
送
っ
た
と
い
う
。

本
書
は
、
李
珥
リ

ジ

が
弘
文
館
副
提
学
で
あ
っ
た
と
き

(

宣
祖
八
年)

、
儒
学
と
政

治
の
参
考
書
と
し
て
著
し
た
も
の
で
あ
る
。

李
珥
は
、
朱
子
の
門
人
真
徳
秀

シ
ン
ト
ク
シ
ュ
ウ(

字
あ
ざ
な
は
景
元)

が『

大
学(｢

四
書
シ
シ
ョ｣

の
一
つ)』

の
教
え
を
敷
衍
フ
エ
ン

し
て
帝
王
の
政
治
の
あ
り
方
を
説
明
し
た

『

大
学
衍
義

ダ
イ
ガ
ク
エ
ン
ギ』

に
不
備

が
あ
る
と
考
え
て
、
聖
賢
の
こ
と
ば
を
引
用
し
て
説
明
を
加
え
、
統
説
ト
ウ
セ
ツ

、
修
己
シ
ュ
ウ
コ

、

正
家
セ
イ
カ

、
為
政
イ
セ
イ

、
聖
学
道
統

セ
イ
ガ
ク
ド
ウ
ト
ウ

の
五
篇
を
著
し
た
。
こ
の
書
は
第
二
十
一
代
国
王
英
祖
エ
イ
ソ

(

一
六
九
四
〜
一
七
七
六)

が
序
文
を
与
え
て
、
朝
鮮
で
広
く
普
及
し
た
書
物
で

も
あ
る
。

『

大
学』

は
も
と

『

礼
記』

の
一
編
で
、
南
宋
ナ
ン
ソ
ウ

の
朱
子
が
整
理
し
て
注
釈
で
あ

る
大
学
章
句
を
作
っ
た
も
の
で
、
学
問
修
養
に
基
く
政
治
の
理
想
を
述
べ
た
書
物

で
あ
る
。｢

心
正
而
后
身
修
。
身
修
而
后
家
斉
。
家
斉
而
后
国
治
。
国
治
而
后
天

下
平

(

心
正

こ
こ
ろ
た
だ
し
く
し
て
后
身
修

の
ち
み
お
さ

ま
る
。
身
修
ま
り
て
后
家い
え

斉
と
と
の

う
。
家
斉
い
て
后

国
治
く
に
お
さ

ま
る
。
国
治
ま
り
て
后
天
下
テ
ン
カ

平
た
い
ら

か
な
り
＝
心
が
正
し
く
な
っ
て
こ
そ
、
身

が
善
良
に
修
ま
る
。
身
が
善
良
に
修
ま
っ
て
こ
そ
、
家
族
が
和
合
す
る
。
家
族
が

わ
が
和
合
し
て
こ
そ
国
家
が
安
ら
か
に
治
ま
る
。
国
家
が
安
ら
か
に
治
ま
っ
て
こ

そ
、
天
下
が
平
和
に
な
る)｣

と
し
て
、
修
身
を
根
本
と
す
る

『

大
学』

の
こ
の

文
章
は
有
名
で
あ
る
。

国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る｢

朝
鮮
本｣

解
題(

二)

五
四

天
命
図
説

(

一
冊)

[

請
求
番
号

子
二
五
〇
―
二]

聖
学
輯
要

(

五
冊)

[

請
求
番
号

二
九
九
―
一
六
四]
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本
書
は
、
第
四
代
国
王
世
宗
セ
イ
ソ
ウ(

一
三
九
七
〜
一
四
五
〇)

が
許
稠

キ
ョ
チ
ョ
ウ
ら
に
命
じ
て
、

礼
に
関
す
る
古
今
の
書
物
な
ど
を
参
考
と
し
て
五
礼
ゴ
レ
イ

の
記
述
編
纂
に
着
手
さ
せ
、

更
に
第
七
代
国
王
世
祖
セ
イ
ソ

(
一
四
一
七
〜
六
八)

は
五
礼
の
中
か
ら
実
際
に
と
り
行

な
う
べ
き
も
の
を
選
択
し
て
編
纂
を
姜
希
孟

キ
ョ
ウ
キ
モ
ウ

ら
に
命
じ
、
後の
ち

、
成
宗
五
年

(

一
四

七
四)

に
申
叔
舟

シ
ン
シ
ュ
ク
シ
ュ
ウ、
鄭
陟

テ
イ
チ
ョ
ク
ら
に
よ
っ
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
五
礼
と
は
、｢

吉
礼
キ
ツ
レ
イ(

祭
祀
サ
イ
シ

な
ど
の
儀
式)｣

・｢

嘉
礼
カ
レ
イ(

元
服
ゲ
ン
プ
ク

な
ど
の
儀
式)｣

・

｢

賓
礼
ヒ
ン
レ
イ

(

国
賓
な
ど
を
も
て
な
す
儀
式)｣
・｢
軍
礼
グ
ン
レ
イ

(

軍
事
に
関
わ
る
儀
式)｣

・

｢

凶
礼

キ
ョ
ウ
レ
イ(

喪
や
葬
式
の
儀
式)｣

を
い
う
。

申
叔
舟

(

字
あ
ざ
な

は
泛
翁
ハ
ン
オ
ウ

、
号
は
希
賢
堂
ま
た
は
保
閑
斎

ホ
カ
ン
サ
イ)

は
太
宗
十
七
年

(

一

四
一
七)

に
生
ま
れ
、
世
宗
・
文
宗
・
端
宗
・
世
祖
・
睿
宗
エ
イ
ソ
ウ

・
成
宗
の
六
代
に
仕

え
、
そ
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
経
書
や
歴
史
に
詳
し
く
、
外
交
文
書
の
作
成
や
世

宗
の
訓
民
正
音

(

ハ
ン
グ
ル)

制
定
に
関
わ
り
、
ま
た
世
祖
六
年

(
一
四
六
〇)

に
満
州
の
女
真
族
を
征
伐
す
る
な
ど
文
武
両
面
に
功
績
が
あ
っ
た
。『
海
東
諸
国

紀』

な
ど
の
著
書
が
あ
る
。

本
書
は
、
歴
代
の
兵
書
の
中
か
ら
陣
法

(

軍
勢
を
配
置
す
る
方
法)

と
行
軍

(

軍
隊
を
動
か
す
こ
と)

に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
部
分
を
抜
粋
し
て
、
実
用
の

書
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
武
人
が
弓
術
と
馬
術
を
学
ぶ
だ
け
で
、
最
も
重
要
な
戦
法
を
お
ろ
そ
か

に
し
て
い
た
こ
と
を
不
満
に
思
っ
た
韓
孝
純
の
著
作
で
あ
る
。

韓
孝
純

(

字
あ
ざ
な
は
勉
叔

ベ
ン
シ
ュ
ク
、
号
は
月
灘
ゲ
ッ
タ
ン)

は
、
十
四
代
国
王
宣
祖

(

一
五
五
二
〜
一

六
〇
八)

の
と
き
左
相
サ
シ
ョ
ウ

に
就
任
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
書
は
、
中
国
宋ソ
ウ

代
の
林
希
逸

リ
ン
キ
イ
ツ

の
著
し
た

『

南
華
真
経
口
義

ナ
ン
ゲ
シ
ン
キ
ョ
ウ
コ
ウ
ギ』

に
注
釈
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。
著
作
は
不
明
。
な
お
、
巻
末
に
李
士
表
の
新
添
荘
子
十
論
を
収

め
る
。

『

南
華
真
経』

と
は

『

荘
子』

の
別
名
で
、
唐
の
玄
宗
が
荘
子
に
南
華
真
人

ナ
ン
ゲ
シ
ン
ジ
ン

の

号
を
追
贈
し
た
こ
と
に
よ
る
。

荘
子
は
、
戦
国
時
代
の
道
家
に
属
す
る
思
想
家
。

｢

似
木
鶏
矣

(

木
鶏
ボ
ッ
ケ
イ

に
似
た
り
＝
敵
意
を
抱
か
な
い
者
に
対
し
て
は
、
こ
れ
に

反
抗
す
る
者
は
い
な
い
。
つ
ま
り
、
無
心
で
他
者
に
対
す
る
こ
と
が
万
事
を
処
理

し
、
困
難
に
う
ち
勝
つ
最
上
の
方
法
で
あ
る
こ
と
の
た
と
え)｣

な
ど
、
人
為
を

否
定
し
自
然
と
一
体
と
な
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る｢

朝
鮮
本｣

解
題(

二)

五
五

国
朝
五
礼
儀

(

九
冊)

[

請
求
番
号

子
二
七
八
―
六]

陣
法

(

一
冊)

[

請
求
番
号

子
二
五
七
―
一]

句
解
南
華
真
経

(

五
冊)

[

請
求
番
号

三
一
一
―
二
一
四]
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本
書
は
、
燕
山
君

エ
ン
ザ
ン
ク
ン(

一
四
七
六
〜
一
五
〇
六)

の
と
き
同
知
中
枢
事
に
就
任
し
た

崔
世
珍

サ
イ
セ
イ
チ
ン(

字
あ
ざ
な
は
公
瑞)

が
、分
類
し
た
漢
字
を
四
言
の
韻
文
で
表
し
、
そ
れ
ら
の

漢
字
の
音
や
意
味
を
ハ
ン
グ
ル
に
よ
っ
て
解
読
し
た
入
門
書
で
あ
る
。
ハ
ン
グ
ル

の
用
法
が
巻
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
呉�ゴ
ウ
ン

が
新
羅

(

四
世
紀
半
ば
〜
九
三
五)
・
高
句
麗

コ
ウ
ク

リ

(

前
三
七
〜
六

六
八)

・
百
済

(

前
一
八
〜
六
六
〇
、
ま
た
は
三
四
六
〜
六
六
〇)

の
各
国
の
変

遷
の
歴
史
に
つ
い
て
、『

三
国
史
記』
『

高
麗
史

コ
ウ
ラ
イ
シ』

『

東
国
通
鑑』
な
ど
の
歴
史
書

を
参
照
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。

呉�(
字
あ
ざ
な
は
太
源
、
号
は
竹�チ
ク
ユ
ウ)

は
、
第
十
三
代
国
王
明
宗
メ
イ
ソ
ウ(

一
五
三
四
〜
六

七)

の
と
き
工
曹
参
議
に
就
任
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
書
は
、
高
麗
コ
ウ
ラ
イ

屈
指
の
大
家
タ
イ
カ

と
さ
れ
る
李
穡
リ
シ
ョ
ク

の
遺
稿
集
で
あ
る
。
牧
隠
と
は
李

穡

(

字
あ
ざ
な
は
頴
叔)

の
号
。
高
麗
の
忠
粛
王

(

一
二
九
四
〜
一
三
三
九)

の
と
き
に

生
ま
れ
て
益
斎
に
師
事
し
、
恭
愍
王

キ
ョ
ウ
ビ
ン
オ
ウ(

一
三
三
〇
〜
七
四)

の
と
き
に
門
下
侍
中

モ
ン
カ
ジ
チ
ュ
ウ

に
就
任
、
高
麗
滅
亡
の
の
ち
李
朝
の
太
祖

(

一
三
三
五
〜
一
四
〇
八)

の
招
聘
に

応
え
る
こ
と
な
く
一
生
を
送
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
書
は
、
年
譜
・
行
状

コ
ウ
ジ
ョ
ウ(

死
者
の
た
め
に
生
前
の
業
績
な
ど
を
記
し
た
文)

・

詩
・
文
・
表
・
書
・
銘
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
南
孝
温

(

字
あ
ざ
な

は
伯
恭)

の
文
集
で
あ
る
。
秋
江
と
は
、
南
孝
温
の

号
。兪

泓
之

ユ
コ
ウ
シ

に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た

『

秋
江
集』

は
戦
乱
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
た
め

に
、
の
ち
粛
宗
三
年

(

一
六
七
七)

に
改
め
て
出
版
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

南
孝
温
は
第
六
代
国
王
端
宗

タ
ン
ソ
ウ

の
と
き
に
生
ま
れ
、
金
宗
直
に
師
事
し
た
。
当
時

は
儒
学
の
影
響
に
よ
っ
て
、
師
が
弟
子
を
呼
ぶ
と
き
は
弟
子
の
実
名
を
口
に
す
る

の
が
礼
で
あ
っ
た
が
、
金
宗
直
は
南
孝
温
が
優
秀
で
あ
っ
た
た
め
に
師
弟
関
係
に

と
ら
わ
れ
ず
、
礼
に
従
う
こ
と
な
く
号ゴ
ウ

で
呼
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
金�
孫

キ
ン
ジ
ツ
ソ
ン

の
著
し
た
賦
・
文
・
書
・
雑
著
・
序
・
記
・
対
策
・
誌
・
銘

�
� 国

立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る｢

朝
鮮
本｣

解
題(

二)

五
六

訓
蒙
字
会

(

一
冊)

[

請
求
番
号

二
七
八
―
一
四
六]

東
史
纂
要

(

八
冊)

[
請
求
番
号

史
二
二
四
―
一]

牧
隠
文
藁

(

二
三
冊)

[

請
求
番
号

三
一
八
―
一
六
〇]

秋
江
集

(

四
冊)

[

請
求
番
号

集
一
三
六
―
三]

濯
纓
文
集

(

三
冊)

[

請
求
番
号

集
一
三
六
―
六]
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�

な
ど
を
収
め
た
文
集
で
あ
る
。
濯
纓
タ
ク
エ
イ

は
、
金�
孫
の
号
。

金�
孫

(

字
あ
ざ
な
は
李
雲)

は
第
七
代
国
王
世
祖
セ
イ
ソ

(

一
四
一
七
〜
六
八)

の
と
き
に

生
ま
れ
、
第
九
代
国
王
成
宗
セ
イ
ソ
ウ

の
と
き�
郎
セ
ン
ロ
ウ

に
就
任
し
た
。
し
か
し
、
燕
山
君

エ
ン
ザ
ン
ク
ン

の
と

き
、
反
乱
者
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
書
は
、
第
十
三
代
国
王
明
宗
メ
イ
ソ
ウ(
一
五
三
四
〜
六
七)

の
と
き
大
司
諫

タ
イ
シ
カ
ン

に
就
任

し
、
詩
人
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
魚
得
江

(

字
あ
ざ
な
は
子
游
シ
ユ
ウ)

の
詩
集
で
あ
る
。
書

名
の
灌
圃
カ
ン
ホ

は
、
魚
得
江
の
号
。

大
司
諫
を
退
官
し
た
の
ち
郷
里
に
戻
り
、
明
宗
か
ら
の
再
三
の
招
聘
に
応
え
る

こ
と
な
く
生
涯
を
終
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
第
十
一
代
国
王
中
宗

チ
ュ
ウ
ソ
ウ(

一
四
八
八
〜
一
五
四
四)

の
と
き
相
国

シ
ョ
ウ
コ
ク
に
就

任
し
た
申
用
漑

シ
ン
ヨ
ウ
ガ
イ(

字
あ
ざ
な
は
漑
之
ガ
イ
シ)

の
文
集
で
あ
る
。
書
名
の
二
楽
亭
は
、
申
用
漑
の

号
。第

九
代
国
王
成
宗
セ
イ
ソ
ウ

が
湖
堂

(

読
書
堂)

を
龍
山
に
設
立
し
た
と
き
、
選
抜
さ
れ

て
研
究
に
励
ん
だ
と
い
わ
れ
る
。

本
書
は
戦
乱
に
よ
っ
て
散
逸
し
た
た
め
に
、
第
十
九
代
国
王
粛
宗

シ
ュ
ク
ソ
ウ
の
と
き
改
め

て
刊
行
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
書
は
、
第
十
一
代
国
王
中
宗

チ
ュ
ウ
ソ
ウ(

一
四
八
八
〜
一
五
四
四)

の
と
き
賛
成
に
就

任
し
た
李�
廸

リ
ゲ
ン
テ
キ(

字
あ
ざ
な
は
復)

の
遺
稿
を
、
子
孫
で
あ
る
李
浚
が
編
集
し
て
刊
行
し

た
も
の
で
あ
る
。
書
名
の�
斎
カ
イ
サ
イ

は
、
李�
廸
の
号
。

李�
廸
は
第
九
代
国
王
成
宗
の
と
き
に
生
ま
れ
、
特
定
の
師
に
つ
き
従
っ
て
学

問
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
き
わ
め
て
正
し
い
学
風
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
祖
先
の
祭
祀
の
次
第
を
記
し
た

『

奉
先
雑
儀』

な
ど
の
著
書
が
あ

る
。本

書
は
、
第
十
四
代
国
王
宣
祖

セ
ン
ソ

(

一
五
五
二
〜
一
六
〇
八)

の
と
き
、
金
誠
立

の
妻
で
あ
っ
た
許
氏
の
詩
集
で
あ
る
。
書
名
の
蘭
雪
軒
は
、
許
氏
の
号
。

許
氏
は
許
曄
の
娘
で
、
女
流
詩
人
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
が
、
金
誠
立
に
嫁
い

で
の
ち
早
逝
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る｢

朝
鮮
本｣

解
題(

二)

五
七

灌
圃
先
生
詩
集

(

一
冊)

[

請
求
番
号

集
一
三
六
―
五]

二
楽
亭
集

(

七
冊)

[

請
求
番
号

集
一
三
六
―
八] �

斎
先
生
集

(

一
冊)

[

請
求
番
号

集
一
三
六
―
七]

蘭
雪
軒
詩

(

五
冊)

[

請
求
番
号

集
一
三
六
―
二]
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本
書
は
、
第
十
三
代
国
王
明
宗
メ
イ
ソ
ウ(

一
五
三
四
〜
六
七)

の
と
き
東�
府
使

ト
ウ
ラ
イ
フ

シ

に
就

任
し
た
高
敬
命

(
字
あ
ざ
な
は
而
順
ジ
ジ
ュ
ン)

が
著
し
た
古
詩
・
律
詩
・
絶
句
・
賦
・
銘
・
誌
な

ど
の
詩
文
を
、
そ
の
子
で
あ
る
用
厚
が
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
書
名
の
霽
峯
は
、

高
敬
命
の
号
。

高
敬
命
は
第
十
四
代
国
王
宣
祖
セ
ン
ソ

(

一
五
五
二
〜
一
六
〇
八)

の
と
き
、
錦
山
の

戦
で
戦
死
を
し
、
忠
烈
の
謚
お
く
り
な

を
与
え
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
書
は
、
第
十
四
代
国
王
宣
祖

セ
ン
ソ

(

一
五
五
二
〜
一
六
〇
八)
の
と
き
判
尹
ハ
ン
イ
ン

に
就

任
し
た
許キ
ョ�(
字
あ
ざ
な
は
子
賀)

の
詩
・
賦
・
疏ソ

な
ど
収
め
た
詩
文
集
で
あ
る
。
書
名

の
水
色

ス
イ
シ
ョ
ク
は
、
許�
の
号
。

詩
を
最
も
得
意
と
し
て
、
当
時
の
大
家
タ
イ
カ

で
あ
っ
た
李
安
訥

リ
ア
ン
ト
ツ

も
そ
の
才
能
を
高
く

評
価
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
書
は
、
当
時
の
朝
鮮
に

｢

類
書

(

多
数
の
書
物
か
ら
、
同
類
の
事
項
に
関
す

る
記
述
を
抜
き
出
し
て
、
各
々
を
分
類
編
集
し
た
一
種
の
百
科
全
書)｣

が
な
か
っ

た
こ
と
を
不
満
に
思
っ
た
金�
が
、『

芸
文
類
聚

ゲ
イ
モ
ン
ル
イ
ジ
ュ
ウ』

『

唐
類
函

ト
ウ
ル
イ
カ
ン』

『

天
中
記』

『

韻
府

群
玉』

な
ど
の
書
物
を
参
考
と
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
構
成
は
、
次
の
二
十
七
門
で
あ
る
。

天
道
・
天
時
・
地
道
・
帝
王
・
官
職
・
吏
部
・
戸
部
・
礼
部
・
兵
部
・
刑
部
・
人

倫
・
人
道
・
人
事
・
文
学
・
筆
墨
・
奎
印
ケ
イ
イ
ン

・
珍
宝
・
布
帛
フ
ハ
ク

・
器
用
・
飲
食
・
冠
服
・

米
穀
・
草
木
・
鳥
獣
・
虫
魚
・
四
夷
・
神
鬼

金�(
字
あ
ざ
な
は
伯
厚
、
号
は
潜
谷)

は
、
第
十
六
代
国
王
仁
祖
ジ
ン
ソ

(

一
五
九
五
〜
一

六
四
九)

の
と
き
に
領
議
政
に
就
任
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
書
は
、
戦
国
時
代
の
縦
横
家

シ
ョ
ウ
オ
ウ
カ

が
諸
候
に
説
い
た
政
策
を
、
西
周
・
東
周
・
秦シ
ン

・

斉セ
イ

・
楚ソ

・
趙
チ
ョ
ウ
・
魏ギ

・
韓カ
ン

・
燕エ
ン

・
宋ソ
ウ

・
衛エ
イ

・
中
山

チ
ュ
ウ
ザ
ン
の
十
二
カ
国
別
に
収
録
し
た
も
の

で
、
漢
の
劉
向

リ
ュ
ウ
キ
ョ
ウの
編
と
い
わ
れ
て
い
る
。

紀
元
前
四
世
紀
後
半
、
戦
国
の
七
雄
シ
チ
ュ
ウ(

韓
・
魏
・
趙
・
楚
・
燕
・
斉
・
秦)

の

中
で
、
商
鞅

シ
ョ
ウ
オ
ウ
の
富
国
強
兵
策
を
採
用
し
た
秦
が
他
の
六
国
リ
ッ
コ
ク

を
圧
迫
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
戦
争
に
よ
る
国
力
の
衰
退
を
恐
れ
る
諸
候
は
、
平
和
的

国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る｢

朝
鮮
本｣

解
題(

二)

五
八

霽
峯
集

セ
イ
ホ
ウ
シ
ュ
ウ

(

五
冊)

[

請
求
番
号

集
一
三
六
―
二]

水
色
集

(

八
冊)

[

請
求
番
号

集
一
三
六
―
四]

類
苑
叢
宝

(

三
八
冊)

[

請
求
番
号

子
二
五
〇
―
四]

戦
国
策

(

四
冊)

[

請
求
番
号

二
八
六
―
一
三
三]
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����



外
交
に
よ
っ
て
紛
争
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
蘇
秦
ソ
シ
ン

は
韓
・
魏
・
趙
・
楚
・

燕
・
斉
の
六
国
が
縦た
て(

南
北)

に
同
盟
を
結
ん
で
秦
に
対
抗
す
る

｢

合
縦
の
策｣

を
、
張
儀
チ
ョ
ウ
ギ

は
六
国
が
個
別
に
秦
と
横

(

東
西)

に
同
盟
を
結
ん
で
自
国
の
維
持
を

図
る

｢

連
衡
レ
ン
コ
ウ

の
策｣
を
説
い
た
。
こ
れ
ら
の
方
策
を
諸
候
に
説
い
た
弁
舌
家
が
、
縦
横

家
で
あ
る
。

有
能
な
人
材
を
集
め
て
国
力
の
充
実
を
図
る
よ
う
に
燕
の
昭
王
に
進
言
し
た
郭カ
ク

隗カ
イ

の
、｢

先
従
隗
始

(

先ま

ず
隗か
い

よ
り
始
め
よ
＝
人
を
採
用
す
る
な
ら
、
先
ず
私
か

ら
採
用
し
て
下
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
世
の
有
能
な
人
々
は
あ
の
郭
隗
の
よ
う
に

つ
ま
ら
な
い
者
で
す
ら
採
用
さ
れ
る
の
な
ら
、
私
は
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
と
考
え
て

王
の
も
と
に
集
ま
る
で
し
ょ
う)｣

な
ど
の
故
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(

公
文
書
研
究
官)

国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る｢

朝
鮮
本｣

解
題(

二)

五
九
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